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 要  旨 
システムが巨大化・複雑化している今日、各産業分野において、組織の中における人間のヒュ
ーマンエラーが引き金となって発生した事故が社会的な問題となっている。また、近年では、そ
の背景に管理要因・組織要因が関係することが指摘されている。ヒューマンエラーに起因する事
故を効果的かつ効率的に防止するためには、エラーに直接関与する作業者の力に頼るだけでは不
十分であり、管理の面からの組織的な取り組みが必要となる。 
また、事故の表層的原因であるヒューマンエラーの背後には、管理要因・組織要因が根本原因
として存在し、重大な事故の未然防止を実現する為には、表層的原因を摘出・除去するとともに、
その原因を生み出した根本原因を見出し、対策を講じる必要がある。そして、起こりうる事象に
ついて未然防止対策の実施を促し、立案された対策を実際に現場で運用するためには対策
(Action)を仕組み(Plan)に戻す必要があり、そのためには管理要因に対して対策を講じる PDCA 
(Plan-Do-Check-Action)の視点が重要となる。また、これらの仕組みに対しどのような態勢が取
られているかが重要である。そこで本研究では、実際の大型プラントにて重要となる管理要因に
着目し、原因を網羅的に抽出し、それらを着眼点としてPDCAのステップ別に分類した要因リスト
およびリストを活用したヒューマンエラーの根本原因分析手法を提案することを目的とする。 
 本研究では、54件のインシデント解析および文献調査により抽出した管理要因着眼点を要因リ
ストの形で作成した。さらに、その妥当性の検証を目的としたアンケート調査を行い、要因リス
トがプラントにおける運用・保守の分野で十分に適用されうること及び要因リストの有用性を確
認した。 要因リストは現場の管理とその改善に役立つ具体的な視点を提供しており、①要因抽
出のための解析補助表、②自組織の管理の仕組みを見直すためのチェックシートへの活用、③ア
ンケート調査等に用い現状を調査することで結果を現場改善への指針とする、などの活用が考え
られる。 
 本研究ではさらに、①の活用を行った分析手法を提案し、その手順を示した。分析手法はフロ
ーチャートによる着目すべき問題点の抽出と、要因リストを用いたツリー解析からなる。フロー
チャートは根本原因分析の視点であり、1つの事例に複数存在する問題点からPDCAの視点におい
て重要な要因を特定するために用いることができる。フローチャートを用いることにより、より
重要な要因に着目した解析を行いうる。そして、特定された要因に着目し、要因リストを用いた
ツリー解析によりさらに詳しく根本原因を追究する。その結果、フローチャートによって解析対
象を絞ることで根本原因追求の効率化を図り、ツリー解析に要因リストを用いることで改善アク
ションに結びつく具体的な根本原因を抽出することが可能となる。 
 
